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出張報告会を上松川コミュニティーで行いました。左上はテラソでの報告会。
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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
影
響
が

表
れ
始
め
た
春
。
市
村
町

政
三
期
目
の
最
初
の
予
算

と
な
る
25
年
度
予
算
を
承

認
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
年
は
付
帯
決
議
を
採
択

し
、
予
算
の
執
行
に
充
分

に
留
意
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
人
事
案
件
が
提
出

さ
れ
た
が
副
町
長
の
席
が

空
席
と
な
っ
て
い
る
。
行

政
運
営
に
支
障
が
な
い
よ

う
願
い
た
い
。
春
は
入
学

の
季
節
。
幼
稚
園
、
保
育

園
、
栗
ガ
丘
小
学
校
、
小

布
施
中
学
校
と
希
望
と
夢

の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
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ァ
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ア
ベ
ノ
ミ
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影
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表
れ
始
め
た
春
。
市
村
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議
会
を
見
学
し
て

神
田

　
優
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　ぼ
く
は
、こ
の
町
議
会

を
見
学
し
て
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
議
会
は
、入
っ
た
ら

と
て
も
緊
迫
し
た
感
じ
で

し
た
。さ
す
が
町
の
方
針

を
決
め
る
大
事
な
会
で

あ
っ
て
議
員
さ
ん
、町
長

さ
ん
な
ど
と
て
も
し
っ
か

り
や
っ
て
い
ま
し
た
。お
ど

ろ
い
た
事
は
、議
員
が
質

問
す
る
時
に
制
限
時
間

が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。ぼ

く
が
考
え
た
の
は
、議
会

が
長
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

と
て
も
工
夫
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。

　ぼ
く
が
、議
会
で
出
さ

れ
た
議
題
に
つ
い
て
考
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。関

谷
議
員
さ
ん
が
出
さ
れ

た「
交
通
安
全
の
確
保
調

査
と
対
策
」に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。ぼ
く
た
ち
が

よ
く
歩
く
こ
の
町
の
安
全

も
自
分
た
ち
で
考
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
思
い

ま
す
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く
歩
い
て
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る
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危
な
い
な
あ
と
思
っ
た
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が
あ
り
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す
。栗
が

丘
の
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

か
ら
桜
井
か
ん
せ
い
堂
の

カ
ー
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道
は
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丘
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住
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い
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危
な
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と

思
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す
。横
断
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カ
ー
ブ
に
あ
っ
て
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危
な
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の
で
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応
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が
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所
を
通
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よ
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な
っ
て
い
ま
す
が
、通
っ
て

い
る
人
が
何
人
か
い
る
の

で
ち
が
う
所
に
つ
く
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
。

　と
て
も
い
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
会
見
学
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つ
い
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も
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ょ
う
し
た
ふ
ん
い
き
で

し
た
。議
員
の
み
な
さ
ん

は
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分
の
意
見
を
し
っ

か
り
持
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い
て
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

「
は
い
。」と
い
う
返
事
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き
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声
で
す
ご
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と
思
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ま
し
た
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が
気
に
な
っ
た
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は「
通
学
路
の
交
通
安

全
」の
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と
で
す
。議
員
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ん
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大
人
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す
が
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は
子
ど
も
で
す
。な
の
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ち
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に
た
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っ
て
い
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と
知
り
と
て

も
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れ
し
か
っ
た
で
す
。

　危
険
度
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い
箇
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が
12
か
所
も
あ
り
、そ
の

中
の
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か
所
に
は
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が
せ
っ
ち
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れ
た
と
聞

き
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の
通
学
路
に
も

あ
っ
た
の
で
危
険
な
の
だ

と
思
い
ま
し
た
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っ
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の
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書
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思
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る
時
に
、車
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。
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生
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の
安
全
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え
て
い
た
だ
き
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当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。



一般会計予算

前年対比  

付帯決議
　平成25年度一般会計予算の執行にあたり、
下記の事項について慎重に対応することを強く
求める。　

記
⑴ 財政調整基金の繰り入れについて
　財源不足を補うため財政調整基金の取り
崩しをしているが、基金の目的を考え、事業の
見直し・精査を行い、支出の圧縮に努めること
を求める。

⑵ 委託料の圧縮と選考基準の明確化について
　定住促進事業費、若者会議事業費、起業
家誘致事業費などに多くの委託料が計上さ
れている。それぞれの趣旨は理解できるが、委
託先の決定に際しては、選考基準を明確にし
一層の透明性を確保するよう求める。
　以上、決議する。

平成25年3月22日　小布施町議会

◎ 歳入
①町税
○「法人町民税」
　新たな小売店の進出などで、前年度比24.5％
増の4864万２千円を見込む。
○「固定資産税」
　これも新たな小売店の進出で、前年度比1.2％
増の４億9110万１千円を見込む。

②寄付金
○「消防費寄付金」 ・・・・・・・ 17万５千円
Ｑ各分団で、長靴などの購入費の２割を寄付
させられているが、これは町で負担すべき
であり、廃止すべきだ。
Ａ今年度検討します。

③繰入金・・・・・・・・・・３億9624万４千円
  〔前年度比＋１億9174万３千円（＋93.8％）〕
　　公会堂等耐震改修事業のためのものが２億
8900万円、財源不足を補うためのものが9000
万円、エンゼルランドセンター設計費1050万
円、公衆トイレ改修工事費510万３千円な
ど。
Ｑ財源不足を補うための基金9000万円の取り
くずしの見解は。
Ａ本来は起債かもしれないが将来に負担を残
さない方向でこのようにした。適正な取り
崩しと考えている。

◎ 歳出
①人件費
「一般職人件費ほか」・・・ ５億6185万８千円
Ｑ人件費の抑制は行なわれているのか。
Ａ一般職員数は85名、昨年度より１名減ってい
るが、定規昇給分で総額は増加した嘱託職員

は30名で臨時職員は158名です。
②同報無線事業費・・・・・・・・ 355万６千円
Ｑ同報無線以外の方は考えているのか。
Ａデジタル化の中で模索中。複数のメディアが
必要と考えている。

③若者会議事業費・・・・・・・・ 494万９千円
Ｑ若者会議の目的は。
Ａ次世代の若者が想いを語り、小布施に目を向
けてもらうと共に未来の日本を考える、定住
促進の意味もある。

④職員研修費・・・・・・・・・・・・ 650万円
Ｑ議会からの要望で、コンサルをやめたのか。
Ａ５年間で見直しをした。
⑤ブランド戦略事業費・・・・・ 2131万２千円
Ｑブランド部門はどのように分離したのか。
Ａブランド戦略は町で責任をもって行なう。そ
れ以外は会計を分けて公社が運営。

⑥フラワーセンター整備事業費・・・・ 535万円
Ｑ改修の目的、地元との調整等は。
Ａ物販及び簡易宿泊の整備、地元との詰めはこ
れから。

⑦水道事業会計 「動力費」・・・・・ 3213万円
Ｑ昨年より1000万円程増加したのはなぜか。
Ａ発電燃料費の大幅な値上がりが予想されるた
め。

 民　生　費　　　　　　　　　 11億7210万円
◆新しい地域公共交通の確立・・・・・ 351万円
Ｑ地域公共交通会議のメンバーは何人でメンバ
ー構成は、公共交通活性化検討調査委託先は
どこか。
Ａ委員15名で、運輸・金融等の専門家、町内有
識者等で構成。10月からの本格運用開始に向

町税
２４．0％

操入金
8.9％

諸収入
4.0％その他

5.6％

地方交付税
36．4％

国・県支出金
10.6％

町債
6.5％
（借金）

その他
3.9％

地方特例交付金
0.1％

歳　入
44億6,000万円

町　税
10億4,494万8千円

個人町民税
４1.4％

法人町民税
4.5％

固定資産税
４5.9％

町たばこ税
5.4％

その他
2.8％

�

 4 . 1％増

以上、一般会計予算を原案可決

新規予算の使い道
①フラワーセンターを新たな都市農村交流の拠点に
…………………………………………………535万円
②新しく文書館を設置と条例も策定…………1,161万円
③新しい地域公共交通として町内巡回バスを本格運用
…………………………………………………351万円
④エンゼルランドセンターの建設準備開始（設計）
………………………………………………1,050万円
⑤定住の支援とコーディネイト…………………1,300万円
　定住・中古住宅等購入、リフォーム費用助成、住まい・働く場の相談員を配置
⑥通学路の安全対策……………………………172万円
　　　　　　小布施町の景観に配慮し、カラー舗装で安全を確保する。
⑦きれいな町づくりの条例を制定………………ゼロ予算
　　　　　　　　　　きれいな町づくりに向けた研究を進めます。
⑧Ｈ・ＬＡＢ×小布施を開催………………………150万円
ハーバード大学の学生と町内外の高校生が小布施で将来設計を考える。

けて公共交通ネットワーク計画策定を委託予
定

◆キッズキッチン講師謝礼・・・・・・ 116万円
Ｑキッズキッチンで、町内講師の養成はどうな
っているのか。
Ａ本年度はインストラクター６名の養成を予
定。そのため謝礼とは別に予算を計上

◆エンゼルランドセンター整備事業・・1050万円
Ｑエンゼルランドセンターの概要は。建設工事
費はどの位見込んでいるのか。設計委託先は
慎重に選定して欲しい。
Ａ新エンゼルランドセンターを平成26年度に建
設を予定。本年度は指名競争入札で設計を委
託する。

 衛　生　費　　　　　　　　　 26億6613万円
◆養育の必要な低体重児への支援・・・・14万円
Ｑ未熟児養育医療費給付事業が今年から始まる
が、24年度は該当する子どもがいなかったの
か。本人負担はあるのか。
Ａ平成24年度は、まだ県から実績報告がきてい
ない。平成23年度は、１名の方が該当。所得
税により、自己負担額が変わる。

◆スマートソーラー設置工事・・・・・ 350万円
Ｑスマートソーラーの設置場所と内容は何か。
Ａ東大との連携事業で、人目のつく公共の場に
ＬＥＤ内蔵の太陽光発電外灯３基を予定。

 教　育　費　　　　　　　　　　5億1253万円
◆幼保小中一貫事業費・・・・・・・・ 692万円
Ｑ講師謝礼等131万円の詳細を聞きたい。メン
タルヘルス、一般教育の内容は何か。
Ａ体罰問題研修会を新規に取り組むための予算
と昨年に続きフォーラムを計画している。

◆小学校環境整備事業費・・・・・・・ 988万円

ＱＰＴＡ会館取り壊しで、跡地利用はどうする
のか。築山がなくなって子どもたちの遊び場
がなくなっているので検討して欲しい。
Ａ跡地は空間を保てるような利用方法を学校側
と協議中。築山は音楽堂の前に作る。

◆デジタルアーカイブ事業費・・・・・ 384万円
Ｑ議会から見直す要望に対してどのように対応
したのか。
Ａ全国から注目の事業であり、小布施びと100
選は急ぎたい。経費については精査する。

 国民健康保険特別会計　　　　　  13億54万円
◆一般被保険者保険税・・・・・・２億5247万円
Ｑ一般被保険者国民健康保険税の滞納者は何人
で、滞納額はどのくらいか、退職被保険者は
どうか。
Ａ一般被保険者と退職被保険者の滞納者の人数は
把握していない。

原案可決
◆後期高齢者医療特別会計・・・・ １億668万円

原案可決
 介護保険特別会計　　　　　　　９億605万円
◆居宅介護サービス給付費・・・・３億1851万円
Ｑ居宅介護給費費が増加し、介護予防費が減額
しているが介護度が重くなったからなのか。
Ａ前年度の伸び率を反映させて見積もった額で
あり、介護度の変化と連動しているわけでは
ない。

原案可決
◆同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計
・・・・・・・・・・・・・・・・・・97万円

原案可決

民生費
２6.4％

土木費
１2.4％

教育費
１1.5％

総務費
１8.6％

衛生費
６．0％

農林水産業費
5.6％

消防費
4.1％

その他
４．6％

公債費
１0.8％

（借金返済）

歳　出
44億6,000万円
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◇生活保護基準の引き下げはしないことなど国
に意見書提出を求める陳情書・・・・・採択

◇地方交付税制度の堅持を求める国あて意見書
採択を求める陳情・・・・・・・・・・採択

委員会 の報告○町有林管理（間伐）委託料　　　　 181万８千円○町有林管理（間伐）委託料　　　　 181万８千円
Ｑ町有林面積と今回の間伐範囲は
Ａ町有林面積は70.9haで今回は、8.5haの間伐を
実施。

○町長選挙費　　　　　　　　　　 △373万６千円○町長選挙費　　　　　　　　　　 △373万６千円
（町長選が行なわれなかったための減額）

○耐震補強工事・改修工事補助金　　　  6310万円○耐震補強工事・改修工事補助金　　　  6310万円
（公会堂耐震改修に対する補助）
○高齢者等タクシー利用給付金　　　  31万７千円○高齢者等タクシー利用給付金　　　  31万７千円
（利用増を見込んだことによるもの）
○基金への積立金　　　　　　　　  9729万２千円○基金への積立金　　　　　　　　  9729万２千円
（大規模建設＝エンゼルランドセンター＝事業
資金積立金など）

○予備費　　　　　　　　　　　　　　  1000万円○予備費　　　　　　　　　　　　　　  1000万円
（除雪対策費など）
○「小布施町公文書管理条例」○「小布施町公文書管理条例」
（町が保有する公文書等の管理に関する基本的
事項を定める）
①町の機関（執行機関・議会）で保有する公文
書の管理
②文書館（４月24日開館予定）で保存する「保
存期間の満了した歴史公文書」と「法人等又
は個人から寄贈・寄託された古文書等」の管
理・利用――全国で11番目、長野県では初の
制定

○地域主権一括法に係る条例の整備として○地域主権一括法に係る条例の整備として
　８件の条例制定　８件の条例制定
（従来は法律及び政省令で規定されていたもの
が町の条例で規定されるようになった）
Ｑ文書取扱い規程と公文書条例との整合性は。
Ａ文書取扱い規定は内規である。
Ｑ管理状況の概要や目録の公表方法は。
Ａ概要は、広報紙又はホームページ等を利用
し、目録は閲覧室に備え付けます。

●文書館の設置及び管理に関する条例（新規）●文書館の設置及び管理に関する条例（新規）
Ｑ運営のための職員は何人か。資格は。
Ａ館長は職員学芸員、臨時職員２名で、特別資
格は要しないが古文書が読めることが必要。
Ｑ旧図書館は使い勝手が悪いがどのように改善
するのか。親しみやすい愛称を。
Ａ古文書は定期的に燻蒸が必要。収蔵庫までは
下足で可能。身障者等の配慮をきちんとした
い。愛称は公募したい。（原案可決）

●ひとり親家庭児童高校入学・就職祝金支給条例●ひとり親家庭児童高校入学・就職祝金支給条例
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　  （新規）
Ｑ福祉年金18万円、福祉手当21万６千円これら
を廃止して祝金５万円では福祉の引き下げで
あり反対だ。
Ａ大半の自治体は年金から祝い金へ移行。子育
て支援の中で５万円は妥当であると考える。
Ｑ従来の手当・年金を段階的に廃止し、祝金制
度に移行すべきと思うが。
Ａ子育て支援全体としてとらえ提案の新条例に
した。〔原案否決〕
※ひとり親家庭福祉の増進を図ることを否定す
るものではなく、既存の条例との関連や該当
者への告知方法のあり方など、真にひとり親
家庭の福祉増進につながる条例になるよう再
度検討されることを望み否決したものです。

●24年度「国民健康保険補正予算」　　　　　　●24年度「国民健康保険補正予算」　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　  補正額12万２千円　　　　　　　　　　　　　  補正額12万２千円
Ｑ財産収入は３月に確定したものか。財政調整
基金は一般会計の基金と違うのか。
Ａ財産収入は一般会計等が確定後に各会計に按
分した結果であり、調整基金は介護保険の基
金である。（原案可決）

●24年度「介護保険補正予算」　　　　　　　　●24年度「介護保険補正予算」　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　  補正額2265万２千円　　　　　　　　　　　　  補正額2265万２千円
Ｑ居宅介護給付費が増えた理由と特定入所者介
護サービス給付費が減ったのはなぜか。
Ａ介護度が上がった訳でなく、受けたサービス
量の増減によるものだ。（原案可決）
※記載条例以外の２条例は報告を省力。理由は
「地域の自主性及び自立性を高めるための関
係法律の整備（第２次一括法）」によるもの
であり、町の裁量がほとんどないものであ
り、いずれも原案を可決しました。

人事案件
　◎小布施町副町長の選任について

　◎小布施町教育委員会委員の任命について
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小
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一
広
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デ
フ
レ
脱
却
を
目
指
す
新
政
権
、大
胆
な
金

融
政
策
、機
動
的
な
財
政
政
策
、民
間
投
資
を

喚
起
す
る
成
長
戦
略
の
方
針
の
中
、黒
田
日
銀

新
総
裁
が
決
ま
り
新
た
な
時
代
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、町
の
平
成
25
年

度
一般
会
計
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。地
方
が

地
域
の
特
性
を
生
か
し
、活
気
溢
れ
る「
ま
ち
づ

新
た
な
事
業
を

　

取
り
入
れ
積
極
財
政

く
り
」を
進
め
て
行
く「
地
方
の
元
気
」が
不
可

欠
で
人
が
主
役
の
町
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
が

必
要
と
の
認
識
の
も
と
、「
町
民
力
」を
最
大
限

発
揮
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
、暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
町
、

魅
力
的
で
活
気
に
溢
れ
る
町
を
創
る
こ
と
を
目

指
し
、編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
お
む
ね
賛
成
は
す
る
も
の
の
付
帯
決
議
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
点
を
理
解
し
執
行
を

望
む
。

◇生活保護基準の引き下げはしないことなど国◇生活保護基準の引き下げはしないことなど国
に意見書提出を求める陳情書・・・・・採択に意見書提出を求める陳情書・・・・・採択
　陳情人

長野県生活と健康を守る会連合会
会長　大坪　勇

◇地方交付税制度の堅持を求める国あて意見書◇地方交付税制度の堅持を求める国あて意見書
採択を求める陳情・・・・・・採択を求める陳情・・・・・・・・・・・・採択・・採択
　陳情人

須高地区労働組合会議
議長　岩田　修二

委員会 の報告○町有林管理（間伐）委託料　　　　 181万８千円

○町長選挙費　　　　　　　　　　 △373万６千円

○耐震補強工事・改修工事補助金　　　  6310万円

○高齢者等タクシー利用給付金　　　  31万７千円

○基金への積立金　　　　　　　　  9729万２千円

○予備費　　　　　　　　　　　　　　  1000万円

○「小布施町公文書管理条例」

○地域主権一括法に係る条例の整備として
　８件の条例制定

●文書館の設置及び管理に関する条例（新規）

●ひとり親家庭児童高校入学・就職祝金支給条例
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （新規）

●24年度「国民健康保険補正予算」　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　  補正額12万２千円

●24年度「介護保険補正予算」　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　  補正額2265万２千円

人事案件人事案件
　◎小布施町副町長の選任について　◎小布施町副町長の選任について
　小西　勝氏　　　　　　　　　　　　否決

賛成・５人
反対・６人
退席・２人

　◎小布施町教育委員会委員の任命について　◎小布施町教育委員会委員の任命について
　竹内　隆氏　　　　　　　　　　　　承認

賛成・12人
反対・１人

例月出納検査の結果に関する報告書
平成24年12月19日現在、平成25年１月22日現
在、平成25年２月22日現在における現金・預
金及び収支計算書その他の資料に記載された
これらの金額はいずれも誤りは無いものと認
められました。
意見
まちとしょテラソの備品が必要以上に高価な
ものが散見される。
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制
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し
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と
正
規
雇
用
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進
を
。

�



町民の皆さんの要望・声を平成25年度予算に反映するため、予算編成前の10月
30日に12項目の要望書を提出しました。
その結果、充分ではありませんが多くの点が反映されました。
この様なことは他市町村議会ではあまりなく、議会の活性化の成果です。

今年度は契約無し。

町と振興公社の会計を整理される。

予算の執行時に配慮する。

配慮された。

その方向で進める。

全体計画は今後実施。　　　　　　　　
雨水マスは町内４ヶ所に設置の予定。

要望にそって行う。

家庭内の読書習慣のきっかけづくりに、
今後の予算執行で。

保育園・幼稚園への設置に対する予算が
計上された。引き続き小中学校への普及
に努める。

町内６名のインストラクターの養成を予
算化。

テキストや教材としての利用規定の明確
化にする。

利便性・効率化に向けて、改善する。

１. 同一コンサルタントによる長期の委託
契約を打ち切ること

２. 小布施ブランド戦略事業に対しては
「町振興公社と行政の関わりを明確に
した委託料の計上を」と要望

３. 有害鳥獣駆除従事者の確保　　　　　
新規資格取得者を支援するための制度
設備と予算付けを

４. 町と連携する大学の活動　　　　　　
（東京理科大学、法政大学、信州大学）
の研究目的を明確にした予算付けを

５. 行政改革の推進　　　　　　　　　　
適正な人員配置と職員数で人件費の圧
縮に勤めて欲しい

６. 町雨水排水計画策定のための予算付け
を

７. 定住促進などのアドバイザー委託の予
算付けを慎重に

８. セカンドブック事業の予算化を生まれ
た子供全員に無料で本を配り、親が読
み聞かせる、ファーストブック事業に
続く取り組み

９. 教育施設へのエアコン設置　　　　　
優先順位をつけて計画的に進めて欲し
い

10. 食育の推進　　　　　　　　　　　　
町内講師の養成、育成のための予算化
を

11. 図書館のデジタルアーカイブ事業　　
町民にわかりにくい事業であり、予算
付けにあたり、目的の事業効果がわか
る配慮を

12. 縦割りでない効率的なリース契約　　
部門ごとでコピー機などの契約に価格
差があり非合理的。最低価格の業者に
統一するなどの改善を

�

町議会の活動状況を報告し、町民の皆さんのご意見、ご要望をお聞きするた
め、毎年予算が決まった時期の３月に開催しております。
本年は３月28日、町としょテラソを会場にし、３月31日には上松川コミュニ
ティーに出張して開催いたしました。
その席で頂いたご意見等は次のとおりです。

○緊急装置ＡＥＤの設置はどこにあるのかを聞い
たがほとんどの方が知らなかった。もうちょっ
と周知してほしい。

○文化体育館入札の件は問題はなかったか。その
事について入札の質問をした議員がいたがどの
様な答えだったのか。

○テラソは3,600万円程の大きな予算がなぜもら
えるのか。

○随意契約がどのくらいあるのか、お聞きしたい

○議会のチェック機関として、25年予算をどの様
に認めたのかそこを知りたい

○個々の議員の活動をしてる報告を聞きたい　　
個々の議員報告の数も知りたい

○議会改革の件で問題点はあるのか

○隋意契約の範囲は、デジタルアーカイブ、お肴
謡いの契約等、一部の人々だけに契約している
様だが

○町長・議会とも無投票、どの位の支持を得たか
分からない。ともに区民の代表、信任投票とい
うことはできないか。

○自分の意見を述べる。無投票程責任を持つ。

○有害鳥獣駆除者は何人か、若い人は入ってくる
のか

○陳情、要望が町政懇談会での要望と今日の議会
での要望とはちがうのか。

○議員定数については、議員はどのように考えて
いるのか

○議員が定数問題を検討している時に住民の方は
参加しているのか

○住民と大学の先生との懇談会も必要だと思うが

○Ｕ字溝は松の実自治会だけでなく我々千両も大
雨が降ると自宅に入ってこまるので直してもら
いたい

○千両の南の松川堤防で犬のフンが多い。特に冬
は大変なんです　　　　　　　　　　　　　　
佐久市等は条例で決められているが小布施町
（散歩者（犬の））に条例はできないのか

○議員視察に行った後、議会で生かされています
か

○我々は議員任せになっているので、大いに議員
に動いてもらいたいと思います

○我々は政治にあまり興味を持っていないが、
我々と同じ目線で、話のできるようにして頂き
たい

○今後も意見交換の機会を設けていただきたい。

※頂いたアンケートの集計は
　次回報告致します。
　ありがとうございました。

�



一般質問 Q&A

小
布
施
町
振
興
公
社
は
平
成

24
年
４
月
１
日
よ
り
財
団
法
人

か
ら
一
般
財
団
法
人
へ
と
変
わ
っ
た
。

主
務
官
庁
の
監
督
か
ら
離
れ
、
公
社

自
ら
が
地
域
振
興
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指

し
、
自
由
経
済
社
会
の
中
で
積
極
的
な

収
益
事
業
も
可
能
な
状
況
と
な
り
、
経

営
的
に
自
立
し
て
行
け
る
環
境
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
見
合
っ
て
農
家
の
所
得
も

向
上
す
る
の
か
。

①
一
般
財
団
法
人
に
な
っ
て
ど
の
様
に

変
わ
っ
て
き
た
か
。

②
小
布
施
屋
と
６
次
産
業
セ
ン
タ
ー
の

区
別
、
在
り
方
が
今
一
つ
は
っ
き
り
し

な
い
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
目
的
は
。

③
個
々
の
農
家
の
収
益
が
伸
び
て
い
な

い
と
し
た
ら
そ
の
要
因
は
。

④
今
後
目
指
す
方
向
は
。

①
収
益
事
業
に
特
化
で
き
る

な
ど
限
り
な
く
民
間
の
株
式
会

社
に
近
い
状
態
に
な
っ
た
。

②
６
次
産
業
セ
ン
タ
ー
は
主
と
し
て
会

員
農
家
が
持
ち
寄
る
農
産
物
の
直
売
所
。

小
布
施
屋
は
小
布
施
の
果
物
を
Ｐ
Ｒ
や

販
売
す
る
た
め
の
屋
号
で
す
。

③
前
年
よ
り
増
加
し
て
い
る
。

④
収
益
事
業
の
展
開
を
進
め
、
販
路
開

拓
、
農
家
の
所
得
増
を
目
指
し
て
ゆ
く
。

小
布
施
町
は
景
観
を
大
切
に

す
る
町
で
す
。
都
市
部
と
農
村

部
の
調
和
の
と
れ
た
美
し
い
景
色
と
デ

ザ
イ
ン
に
よ
り
創
造
さ
れ
て
い
る
事
が

望
ま
し
い
。
創
造
が
破
壊
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
。
小
布
施
の
美
し
い
景

観
を
壊
し
て
は
な
ら
な
い
。
現
在
具
体

的
な
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
計
画
は
無

い
が
、
今
後
の
対
応
と
し
て
小
布
施
町

の
環
境
と
景
観
の
関
係
を
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
か
。

実
証
的
導
入
を
進
め
る
中
で
、

地
域
の
景
観
と
の
調
和
を
大
切

に
進
め
た
い
。
実
際
の
導
入
に
あ
た
っ

て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
議
や
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
声
も
う
か
が
い
な
が
ら
、

景
観
も
大
切
な
環
境
と
し
て
進
め
た
い
。
�

答
民
間
の
株
式
会
社
に
近
い
状
態
に
な
っ
て
き
て
い
る

(
田
中
対
策
幹)

小
布
施
町
振
興
公
社
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
か

小林一広 議員

地
域
の
景
観
と
の
調
和
を
大
切
に

進
め
た
い

(

中
條
リ
ー
ダ
ー)

自
然
環
境
と
景
観
等
に
お
け

る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
関
係
は

小布施町振興公社

雁田山裾野から見た小布施町の景観

�

ここが聞きたい？ 一般質問

小布施町議会　３月会議
３月会議の一般質問は、３月８日と３月９日行われ
13人の議員が質問しました。

１．小林　一広………8
①一般財団法人になって小布施町振興公社はどのように
変わってきているか
②自然環境と景観等におけるメガソーラーの関係は

２．小林　　茂………9
②組織改革と職員能力向上対策
②夜間・早朝の訪問介護の現状と今後の課題は

３．関谷　明生………10
①時限的給与引き下げと65歳までの雇用義務化の対応は
②通学路の交通安全の確保調査と対策は

４．小西　和実………11
①図書館運営の早期改善を
②町臨時職員の待遇改善を

５．小林　正子………12
①3.11から２年　小布施の防災は
②町内巡回バスの運行本格実施を
③小布施町の構築物の安全確認と保守点検

６．川上　健一………13
①小布施町の農業の今後は
②中学三年生学習支援セミナーの成果は
③エネルギー会議の今後は

７．大島　孝司………14
①健康づくり研究所の現況は
②小布施町定住支援センターの現況は

８．山岸　裕始………15
①小布施カントリーウォーク事業の民間委託について
②定住促進アドバイザーについて

９．冨岡　信男………16
①道路・水路等の地元寄付金の廃止と道路等の計画的整
備の推進

10．渡辺　　高………17
①いじめ問題
②体罰問題

11．関　　悦子………18
①食育・学校給食と地産地消

12．原　　勝巳………19
①駅前の活性化
②凍結時の踏切りスリップ事故防止対策

13．渡辺　建次………20
①体罰もいじめもない学校生活
②移動支援としての有償運送
③喫煙に対する町の考えは

議会議員研修報告
①　土地改良区との意見交換

１月２５日、ＪＡ須高小布施支所２Ｆにおいて、意見交換
会を行いました。

②　中野市・山ノ内・小布施町議会の親睦球技大会が山ノ
内公民館で１月２９日に行われました。

③　町村議会広報研修会
住民の理解と関心を深めるため、議会広報の向上発展を
目的に長野県自治会館において、１月３１日に行われま
した。

④　教育委員との意見交換

２月１２日、栗が丘小学校で意見交換会を行い、昼食は
議員全員が学校給食を頂きました。

⑤　上高井町村議会・議員研修会

２月１５日に高山の（保健福祉総合センター）で高山村
議会・小布施町議会で県の温暖化対策課の担当者の講演
を聞きました。

⑥　部落解放同盟小布施町協議会と意見交換会を公民館講
堂にて行いました。２月１８日



一般質問 Q&A

昨
年
の
４
月
か
ら
東
日
本
大

震
災
の
復
興
費
用
を
捻
出
す
る

た
め
国
家
公
務
員
の
給
与
が
平
均
７.

８
％
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
公
務

員
も
平
成
25
年
７
月
か
ら
国
に
準
じ
て

削
減
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
当
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

国
家
公
務
員
の
給
与
の
削
減
前
に
あ
っ

て
は
91.

２
％
、
削
減
後
で
も
98.

７
％

と
な
っ
て
お
り
削
減
は
必
要
無
い
と
考

え
ま
す
が
町
の
見
解
は
。
65
歳
ま
で
の

希
望
者
の
雇
用
延
長
を
企
業
に
義
務
付

け
る
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
地
方
公
務
員

に
も
同
様
の
措
置
が
取
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
が
対
応
を
お
聞
き
し
ま
す
。

平
成
25
年
１
月
24
日
地
方
公

務
員
の
給
与
も
国
に
準
じ
て
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
閣
議
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
を
削
減
し
そ

の
財
源
を
防
災
・
減
災
事
業
費
及
び
地

方
の
元
気
づ
く
り
事
業
費
に
充
て
る
と

説
明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
当
町
の
現

状
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
か
ら
も
給
与
引

き
下
げ
は
実
施
す
る
必
要
が
な
い
と
判

断
し
て
い
ま
す
。
雇
用
義
務
化
は
昨
年

の
第
181
回
臨
時
国
会
に
所
要
の
法
案
が

提
出
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
提
出
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
務
員
に
お
い

て
も
同
様
な
対
応
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

法
律
の
成
立
前
で
も
地
方
公
務
員
法
の

再
任
用
制
度
に
よ
り
、
段
階
的
に
65
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
３
月
31
日
ま
で
任

用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
５
月
30
日
付
け
で

文
部
科
学
省
よ
り
学
校
、
道
路

管
理
者
、
警
察
、
関
係
機
関
の
連
携
に

よ
る
通
学
路
の
安
全
点
検
及
び
安
全
対

策
を
講
じ
る
通
達
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
で
も
実
施
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が

そ
の
調
査
内
容
と
結
果
並
び
に
対
策
は
。

昨
年
の
８
月
27
日
町
教
育
委

員
会
、
小
学
校
教
職
員
、
須
坂

警
察
署
、
小
布
施
町
交
番
、
須
坂
建
設

事
務
所
、
町
の
担
当
グ
ル
ー
プ
に
よ
り

通
学
路
と
し
て
危
険
箇
所
と
思
わ
れ
る

12
箇
所
で
実
施
し
ま
し
た
。
２
箇
所
は

問
題
な
し
。
１
箇
所
は
通
学
し
な
い
よ

う
徹
底
し
、
９
箇
所
は
横
断
旗
、
路
側

帯
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
、
通
行
車
両
の
速

度
抑
制
、
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
設
置
を
要

望
し
７
箇
所
に
つ
い
て
改
善
措
置
を
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
平
成
25
年

度
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

��

関谷明生 議員

答
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
か
ら
も
引
き
下
げ
は
必
要
が
無
い

雇
用
義
務
化
は
民
間
と
同
様
の
対
応
に
な
る
と
思
う

(
市
村
町
長)

時
限
的
給
与
引
き
下
げ
と
65
歳
ま
で
の
雇
用
義
務
化
の
対
応
は

危
険
頻
度
が
高
い
12
カ
所
を
選
定

実
施

(

池
田
推
進
幹)

通
学
路
の
危
険
箇
所
調
査

と
対
策
は

北信地区町村ラスパイレス指数

団体名
平成23年
ラスパイレ
ス指数

平成24年ラスパイレス指数 増減 (Ｈ23→Ｈ24)

指 数 措置前指数 指 数 措置前指数

小布施町 92.5 98.7 91.2 6.2 ▲1.3

高山村 95.8 103.7 95.7 7.9 ▲0.1

山ノ内町 93.4 101.1 93.3 7.7 ▲0.1

木島平村 93.5 101.0 93.2 7.5 ▲0.3

野沢温泉村 90.6 97.9 90.2 7.3 ▲0.4

信濃町 94.3 102.3 94.4 8.0 0.1

小川村 92.2 99.5 91.9 7.3 ▲0.3

飯綱町 95.9 102.6 94.6 6.7 ▲1.3

栄村 93.2 100.4 92.7 7.2 ▲0.5

※ ｢措置前指数｣ は､ 国家公務員給与引き下げ措置反映前の値である｡

県道中野小布施線と町道258号線交差点

一般質問 Q&A

町
職
員
の

｢
意
識
改
革｣

と

｢

行
動
変
革｣
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
二
十

四
年
度
の
職
員
研
修
費
総
額
一
〇
一
二

万
円
が
計
上
・
実
施
さ
れ
一
定
の
成
果

が
上
が
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が

①
職
員
力
が
十
分
発
揮
す
る
た
め
の

組
織
改
革
の
進
捗
状
況
は
。

②
視
察
・

研
修
な
ど
国
内
外
に
積
極
的
飛
び
出
す

チ
ャ
ン
ス
を
大
い
に
与
え
る
べ
き
と
思

う
が
実
績
は
ど
う
か
。

③
こ
れ
ら
研

修
の
結
果
数
字
で
表
れ
る
職
員
提
案
制

度
を
活
用
し
た
提
案
件
数
と
審
査
結
果

は
ど
う
か
。①

職
員
力
が
十
分
発
揮
で
き

る
た
め
の
組
織
と
は
、
町
が
目

指
す
地
域
の
姿
と
政
策
を
部
下
で
あ
る

職
員
と
共
用
・
認
識
し
、
自
ら
率
先
し

て
仕
事
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
施
策

を
遂
行
す
る
職
員
が
主
体
的
に
仕
事
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
職
員
同
士
が

相
互
に
協
力
し
合
え
る
職
場
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

②
先
進
地
視
察
研
修
な
ど

職
員
が
企
画
す
る
視
察
研
修
を
制
度
上

制
約
し
て
い
る
も
の
は
全
く
な
い
。
本

年
度
は
３
件
の
見
込
み
。
他
の
能
力
別

研
修
等
に
は
自
ら
手
を
挙
げ
て
参
加
し

て
い
る
も
の
も
多
数
あ
る
。

③
平
成

二
十
二
年
度
以
降
提
案
は
無
い
が
、
活

発
な
提
案
が
で
き
る
よ
う
キ
ッ
カ
ケ
づ

く
り
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
臨
時

嘱
託
職
員
に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
研

修
に
参
加
さ
せ
て
い
き
た
い
。

二
〇
一
二
年
度
介
護
報
酬
改

訂
の
目
玉
で
あ
っ
た
24
時
間
巡

回
型
介
護
は
、
住
み
慣
れ
た
土
地
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
後
押
し
し
て
、

施
設
か
ら
在
宅
介
護
へ
の
移
行
を
促
す

狙
い
で
あ
っ
た
が
、
新
聞
報
道
で
は
県

内
自
治
体
で
は
採
算
面
と
、
介
護
職
員

の
不
足
な
ど
の
理
由
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
市
町
村
が
そ
の

枠
を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
す
る
仕

組
み
を
工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。

①
24
時
間
巡
回
型
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
全
国
的
に
浸
透
し
な
い

理
由
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
理
念
と
実
際
の

介
護
現
場
に
大
き
な
か
い
離
が
あ
る
か

ら
と
考
え
る
。
実
際
の
ニ
ー
ズ
把
握
は
、

利
用
者
・
事
業
者
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
構
築
し
て
お
り
、
当
面
導
入
の
予
定

は
な
い
。

��

小林 茂 議員

答

臨
時
職
員
に
も
研
修
参
加
を
検
討

(

久
保
田
参
事)

組
織
力
と
職
員
力
ア
ッ
プ
は

当
面
予
定
は
な
い

(

竹
内
参
事)

24
時
間
訪
問
介
護
は

意識改革と行動変革が求められる

24時間巡回型訪問介護のイメージ (厚労省のＨＰより)



一般質問 Q&A

大
震
災
２
年
、
被
災
者
の
苦

し
み
悲
し
み
は
け
っ
し
て
薄
れ

ま
せ
ん
。

原
発
事
故
対
応
の
町
防
災
計
画
見
直
し

は
ど
う
か
。
原
発
ゼ
ロ
で
も
長
期
の
廃
炉

過
程
で
事
故
の
危
険
は
常
に
あ
る
。

原
発
事
故
想
定
の
防
災
計
画

を
町
防
災
会
議
で
承
認
。
屋
内

退
避
や
避
難
勧
告
を
定
め
、
関
係
機
関
や

近
隣
市
町
村
、
交
流
市
町
村
と
連
携
す
る
。

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
地
域
支

え
あ
い
マ
ッ
プ
は
平
常
時
に
活

か
さ
な
け
れ
ば
災
害
時
に
役
立
た
な
い
。

一
人
暮
ら
し
の
方
の
見
守
り
に
も
活
用
を
。

全
自
治
会
で
作
成
完
了
。
マ
ッ

プ
は
作
成
段
階
の
共
有
情
報
に

よ
り
見
守
り
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
公
会
堂
、
個
人
住
宅

耐
震
補
強
は
ど
う
進
ん
で
い
る

か
。
居
住
ス
ペ
ー
ス
だ
け
の
部
分
耐
震
に

も
補
助
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

11
自
治
会
が
公
会
堂
を
来
年

度
改
築
。
住
宅
耐
震
診
断
申
込

は
累
計
267
戸
、
内
13
戸
が
補
強
実
施
。
国

は
１
戸
当
た
り
30
万
円
を
加
算
し
、
国
県

町
の
補
助
金
の
上
限
が
90
万
円
と
な
る
。

町
の
補
助
金
交
付
要
綱
の
改
正
を
急
ぎ
ま

す
。
部
分
耐
震
へ
の
補
助
は
国
の
補
助
制

度
と
あ
わ
せ
検
討
し
ま
す
。

松
川
砂
防
ダ
ム
は
土
砂
で
埋

ま
っ
て
き
て
い
る
。
千
曲
川
旧

流
路
部
分
堤
防
は
細
亀
裂
が
無
数
に
入
っ

て
い
る
。
堤
防
の
抜
本
的
補
強
が
必
要
で

す
。

18
年
増
水
の
後
、
堤
防
を
補

強
し
た
。
国
が
立
ケ
花
狭
窄
部

開
削
工
事
を
始
め
、
こ
の
土
を
高
速
道
と

堤
防
の
狭
間
地
に
埋
め
て
堤
防
強
化
し
て

い
る
。

未
然
に
防
ぐ
の
が
防
災
。
噴

砂
被
害
が
あ
り
、
亀
裂
の
あ
る

旧
流
路
部
で
地
盤
確
認
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
が
必
要
。
新
幹
線
橋
脚
下
流
が
中
州
化

し
て
い
る
。
国
、
県
に
し
ゅ
ん
せ
つ
要

請
を
す
べ
き
。

国
の
河
川
整
備
計
画
で
の
対

応
を
町
と
し
て
見
守
り
ま
す
。

町
内
巡
回
バ
ス
の
試
験
運
行

が
今
回
は

｢

誰
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
公
共
交
通
機
関｣

と
し
て
行
わ

れ
た
。
排
出
ガ
ス
を
減
ら
す
環
境
面
か
ら

も
大
事
だ
。
豊
野
駅
へ
の
接
続
の
希
望
も

あ
る
。
早
期
の
本
格
運
行
を
願
う
。

利
用
は
低
調
だ
っ
た
が
、
今

以
上
の
き
め
細
か
な
公
共
交
通

の
構
築
へ
の
期
待
も
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
高
齢
社
会
や
地
域
づ
く

り
を
見
据
え
、
近
隣
等
へ
の
乗
り
入
れ
検

討
も
含
め
来
年
度
も
実
証
を
兼
ね
て
運
行

し
ま
す
。

小
布
施
橋
の
錆
が
目
立
つ
。

一
九
六
八
年
竣
工
、
長
寿
命
化

の
た
め
錆
止
め
塗
装
が
必
要
で
は
な
い
か
。

小
布
施
橋
は
20
年
に
１
度
の

塗
り
替
え
で
現
在
10
年
目
。
県

の
橋
梁
修
繕
計
画
に
加
え
る
よ
う
要
請
。

耐
震
構
築
物
も
天
井
崩
壊
。

体
育
館
の
照
明
吊
り
具
・
天
井

点
検
を
。

定
期
点
検
、
専
門
業
者
の
点

検
に
今
後
は
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

��

小林正子 議員

答

原
発
事
故
想
定
の
防
災
計
画
を
作
成
し
ま
し
た

個
人
住
宅
耐
震
補
助
は
90
万
円
ま
で
拡
充
に
な
り
ま
す

(

西
原
リ
ー
ダ
ー)

大
震
災
・
原
発
事
故
２
年
町
の
防
災
を
し
っ
か
り
進
め
て
ほ
し
い

腐食して穴が開いた小布施橋欄干

積
極
的
に
取
組
み
ま
す

(

池
田
推
進
幹)

照
明
・
音
響
吊
り
具
の
点
検
を

近
隣
へ
の
乗
り
入
れ
も
視
野
に
進
め
ま
す

(

竹
内
参
事)

Ｊ
Ｒ
豊
野
駅
に
接
続
な
ど
巡
回
バ
ス
早
期
運
行
を

一般質問 Q&A

11
月
末
で
前
館
長
は
退
任
し
、

現
在
は
教
育
長
が
そ
れ
以
降
兼

務
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、
４

月
以
降
に
つ
い
て
も
未
だ
新
し
い
館
長

が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
現
在

の
状
況
は
行
政
上
の
失
敗
で
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
24
年
度
は
運
営
費
等
に
約

４
１
９
６
万
円
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
事
業
に
658
万
円
と
、
年
間
お
よ
そ
５

０
０
０
万
円
を
か
け
て
運
営
し
て
い
る

小
布
施
町
図
書
館
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ

は
、
経
費
を
か
け
過
ぎ
で
あ
る
と
見
受

け
ら
れ
る
。
25
年
度
予
算
で
は
、
運
営

費
に
お
よ
そ
３
１
６
６
万
円
、
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
に
お
よ
そ
383
万
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
24
年
度
よ
り
は

縮
小
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
内
容
か

ら
す
れ
ば
さ
ら
に
半
分
に
す
る
く
ら
い

の
努
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
町

外
へ
の
情
報
発
信
に
ば
か
り
傾
倒
し
て

い
る
現
在
の
方
向
性
を
修
正
し
、
町
民

利
用
を
主
体
と
し
た
運
営
を
行
っ
て
い

く
よ
う
に
姿
勢
を
変
え
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
を
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
頂
い

て
い
る
。
こ
う
し
た
民
意
を
反
映
し
て
、

地
に
足
の
着
い
た
町
民
に
目
を
向
け
た

運
営
を
行
っ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

今
後
の
図
書
館
運
営
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
説
明
を
頂
き
た
い
。

前
館
長
に
つ
い
て
は
、
継
続

な
ど
も
考
慮
し
て
い
た
。
12
月

以
降
は
教
育
長
が
図
書
館
長
を
兼
務
し
、

事
務
局
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
直
接
関
わ
り

な
が
ら
図
書
館
業
務
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
に
進
め
て
い
る
。
現
在
は
公

募
に
よ
り
、
図
書
館
長
の
募
集
を
開
始

し
て
い
る
。
前
館
長
退
任
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
代
表
や
各
種
団
体
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
町
図
書
館
協
議
会
を
設
置
し
て
、
今

後
の
図
書
館
運
営
の
方
向
性
や
次
期
の

館
長
像
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

小
布
施
町
職
員
と
し
て
勤
務

し
て
い
る
臨
時
職
員
等
の
人
数

は
200
名
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
方
々
の

中
に
は
実
際
に
は
正
規
職
員
と
同
等
の

職
務
を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

給
与
待
遇
に
つ
い
て
は
大
き
く
格
差
が

あ
る
方
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。
生
活

を
し
て
い
く
に
は
一
定
の
給
与
が
得
ら

れ
な
け
れ
ば
、
将
来
に
向
け
た
生
活
設

計
が
で
き
な
い
。
小
布
施
町
で
は
、
平

成
25
年
度
の
予
算
に
お
い
て
、
定
住
の

促
進
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
合
計
で

６
５
０
０
万
円
以
上
も
お
金
を
か
け
る

が
、
そ
れ
よ
り
も
ま
ず
は
、
今
こ
の
瞬

間
に
小
布
施
町
の
た
め
に
働
い
て
い
る

皆
さ
ん
の
待
遇
を
改
善
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い

て
は
理
念
と
し
て
は
理
解
で
き

る
が
、
各
論
に
な
る
と
判
断
は
大
変
難

し
い
。
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ

い
て
は
今
後
と
も
充
分
配
慮
し
て
い
く
。

��

小西和実 議員

答
新
設
し
た
町
図
書
館
協
議
会
に
よ
り
進
め
て
い
く

(

中
島
教
育
委
員
長)

図
書
館
運
営
態
勢
の
早
期
是
正
を
！

今
後
と
も
充
分
に
配
慮
し
て
い
く

(

小
西
副
町
長)

町
臨
時
職
員
の

待
遇
改
善
を
！

およそ80万円のテラソのソファ｡ 高額な備品が他にもたくさんある｡



一般質問 Q&A

｢

治
療
医
学
か
ら
予
防
医
学

へ｣

と
い
う
観
点
か
ら
、
病
気

で
長
生
き
す
る
の
で
は
な
く
健
康
で
長

生
き
す
る
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指
す

べ
き
と
思
う
が
、
24
年
度
新
規
重
点
施

策
で
あ
る

｢

健
康
づ
く
り
研
究
所｣

の

設
立
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
今
後
の
計

画
は
ど
う
か
。

町
民
の
健
康
で
豊
か
な
長
寿

社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
、

設
置
は
町
が
行
い
、
実
務
は
新
生
病
院

に
委
託
す
る
。
こ
れ
ま
で
研
究
内
容
を

協
議
し
て
お
り
、
年
度
内
に
は
病
院
と

実
施
協
定
を
締
結
す
る
予
定
で
あ
る
。

ハ
ー
ド
整
備
を
行
う
と
共
に
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
お
け
る
基
礎
デ
ー
タ
収
集
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
よ
る
健
康
づ
く
り
、
ロ
コ
モ
テ
イ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム(

※)

を
研
究
テ
ー
マ
に
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
成
果
を

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
や
冊
子
等
で
公
表

し
て
い
く
。小

布
施
町
で
暮
ら
し
た
い
と

い
う
方
の
窓
口
と
し
て
、
24
年

度
重
点
施
策
、
新
規
施
策
の

｢

小
布
施

町
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー｣

が
設
立
さ
れ

た
が
、
そ
の
組
織
と
目
的
は
。

定
住
促
進
の
た
め
に

｢

新
規

就
農｣

｢

起
業
家
育
成
支
援｣

｢

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン｣

と
い
う
３
つ
の
政

策
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の｢

ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン｣

の
取
組
み
と
し
て

｢

小
布

施
町
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー｣

を
位
置
づ

け
、
相
談
窓
口
の
機
能
を
待
た
せ
た
。

セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
と
施

策
一
年
目
成
果
は
ど
う
か
。

昨
年
四
月
か
ら
一
月
末
ま
で

の
相
談
件
数
は
、
電
話
相
談
が

約
150
件
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
な
ど
現

地
の
確
認
が
60
件
、
そ
の
う
ち
成
約
に

い
た
っ
た
件
数
は
住
宅
が
５
件
、
空
き

店
舗
が
２
件
で
あ
っ
た
。

施
策
二
年
目
と
し
て
の
政
策

の
展
開
と
今
後
の
計
画
は
。

定
住
人
口
を
増
加
さ
せ
る
た

め
に
は
様
々
な
課
題
を
緩
和
・

解
決
し
て
い
く
政
策
を
同
時
に
展
開
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
加
速
さ
せ
る
政
策
を
同

時
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

定
住
人
口
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

(

※)

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
＝

運
動
器
症
候
群

��

大島孝司 議員

答
年
度
内
に
は
新
生
病
院
と
実
施
協
定
を
締
結
予
定

(
竹
内
参
事)

健
康
づ
く
り
研
究
所
設
立
の
進
捗
状
況
は

健康づくり研究所を設置した新生病院

定住支援センターのある地域創生部門

定
住
人
口
増
加
の
た
め
に
様
々
な
活
動

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。(

久
保
田
参
事)

小
布
施
町
定
住
支
援
セ
ン

タ
ー
の
現
況
は

一般質問 Q&A

小
布
施
町
の
農
業
の
新
分
野

を
切
り
開
く
方
策
を
考
え
て
い

ま
す
か
。

新
分
野
と
言
う
事
は
な
か
な

か
大
変
な
こ
と
で
、
誰
も
や
ら

な
か
っ
た
こ
と
、
全
く
新
し
い
農
産
物

を
開
発
す
る
、
あ
る
い
は
今
国
が
や
ろ

う
と
し
て
い
る
大
規
模
農
業
は
、
小
布

施
町
に
と
っ
て
非
現
実
的
で
、
町
の
専

業
農
家
190
軒
、
兼
業
農
家
800
軒
の
農
家

の
皆
さ
ん
が
健
全
な
農
業
経
営
を
や
っ

て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

農
業
経
営
の
大
規
模
化
、
効

率
化
の
た
め
の
団
地
化
、
集
約

化
の
働
き
か
け
は
。

農
業
経
営
を
効
率
化
し
、
大

規
模
農
業
を
目
指
す
農
家
を
支

援
し
、
育
成
す
る
こ
と
は
必
要
と
考
え

る
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
共
同
生
産
組
織

に
向
け
た
働
き
か
け
は
。

昨
年
か
ら
新
規
就
農
支
援
事

業
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
既
存

の
農
家
で
、
農
業
法
人
化
、
集
団
化
を

考
え
る
農
家
に
対
し
て
支
援
す
る
制
度

を
整
え
て
い
く
。

町
長
の
農
業
立
町
に
対
す
る
考

え
は
。

小
布
施
町
の
果
樹
農
業
は
充

分
戦
っ
て
い
け
る
と
考
え
る
。

課
題
と
し
て
、
農
業
後
継
者
の
育
成
、

農
産
物
の
販
路
拡
大
、
水
田
の
揚
水
や

畑
か
ん
と
い
っ
た
生
産
施
設
の
基
盤
整

備
の
３
つ
を
き
ち
ん
と
進
め
る
事
が
、

小
布
施
町
の
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

今
回
の
学
習
支
援
セ
ミ
ナ
ー

の
成
果
は
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
95
％
の
生

徒
が
良
か
っ
た
と
答
え
た
。

不
参
加
の
生
徒
に
対
す
る
支

援
は
。

希
望
生
徒
に
対
し
、
他
の
学

力
向
上
支
援
を
し
て
い
る
。

今
後
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
議
を
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。

実
証
実
験
を
通
じ
、
町
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
を
検

証
し
つ
つ
、
会
議
を
進
め
て
い
く
。

��

川上健一 議員

答

農
業
後
継
者
の
育
成
、
農
産
物
の
販
路
拡
大
、

生
産
施
設
の
整
備
が
課
題

(

市
村
町
長)

小
布
施
町
の
農
業
の
今
後
は

某高校合格発表の日

太陽光発電パネル設置住宅

参
加
生
徒
の
95
％
が
良
か
っ
た
と

答
え
た

(

竹
内
教
育
長)

中
学
三
年
生
学
習
支
援
セ

ミ
ナ
ー
の
成
果
は

実
証
実
験
を
し
つ
つ
会
議
を
進
め
て

い
く

(

中
條
リ
ー
ダ
ー)

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
議
の
今
後

は



一般質問 Q&A

小
布
施
町
で
は
、
道
路
・
水

路
・
消
防
関
係
で
整
備
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
地
元
寄
付
金
と
し
て

徴
収
し
て
い
ま
す
。

町
が
定
め
た
建
設
事
業
地
元
寄
付
金

料
率
に
よ
り
ま
す
と
、
道
路
・
舗
装
関

係
で
は
、
道
路
幅
員
別
に
地
元
寄
付
金

が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
25
％
か
ら
５
％

の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
路
関
係

で
も
川
幅
に
よ
り
地
元
負
担
が
定
め
ら

れ
、
10
％
か
ら
３
％
の
寄
付
、
水
路
の

蓋
掛
け
10
％
の
地
元
寄
付
と
定
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
消
防
関
係
は
20
％
の
寄

付
を
求
め
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
予
算
で
は
、
道
路
事
業

寄
付
金
93
万
３
千
円
、
水
路
事
業
寄
付

金
百
47
万
３
千
円
、
消
防
事
業
寄
付
金

17
万
５
千
円
、
合
計
２
百
58
万
１
千
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
財
政
法
第
４
条
の
５
に
は
、
割

り
当
て
的
寄
付
の
禁
止
に
つ
い
て
の
規

定
が
あ
り
、｢

地
方
公
共
団
体
は
、
住

民
に
対
し
、
直
接
で
あ
る
と
間
接
で
あ

る
と
を
問
わ
ず
、
寄
付
金
を
割
り
当
て

て
強
制
的
に
徴
収
す
る
よ
う
な
こ
と
を

し
て
は
な
ら
な
い｣

と
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
法
律
で
は
、
税
の
徴
収
と
同

じ
こ
と
を
法
的
な
根
拠
が
な
く
行
う
こ

と
に
な
る
た
め
、
自
治
体
が
住
民
に
寄

付
金
を
割
り
当
て
て
強
制
的
に
徴
収
す

る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

小
布
施
町
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
、

公
共
施
設
を
大
切
に
す
る
観
点
か
ら
今

ま
で
地
元
寄
付
金
を
集
め
て
き
ま
し
た

が
、
町
長
は
、
行
政
運
営
お
よ
び
財
政

健
全
化
に
努
め
た
結
果
、
そ
の
成
果
が

確
実
に
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
多
く
の

場
で
述
べ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
に
自
立
の
町
を
宣
言
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
ま
も
な
く
10
年
に
な
ろ
う
と

し
、
そ
の
結
果
財
政
状
況
も
非
常
に
よ

く
な
っ
て
お
り
、
税
以
外
に
町
民
に
負

担
を
求
め
る
地
元
寄
付
金
は
廃
止
す
る

時
期
に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
道
路
・
水
路
の
整
備

状
況
を
見
ま
す
と
、
地
元
要
望
が
あ
っ

た
も
の
を
中
心
に
建
設
が
進
め
ら
れ
た

結
果
、
複
数
の
自
治
会
が
関
係
す
る
道

路
・
水
路
の
整
備
が
遅
れ
、
通
勤
・
通

学
路
に
歩
道
が
な
く
、
車
の
す
れ
違
い

も
困
難
な
道
路
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

地
元
負
担
金
の
廃
止
と
計
画
的
な
道

路
・
水
路
整
備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

生
活
に
密
着
す
る
道
路
・
水

路
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
元
要
望
が
大
変
多
く
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
は
十
分
に
お
応
え
で
き
な
い

状
況
で
す
。
地
元
負
担
を
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て

地
域
で
十
分
な
検
討
を
い
た
だ
け
る
機

会
に
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

計
画
的
な
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
要

望
の
多
い
水
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
雨

水
浸
透
枡
の
整
備
を
進
め
、
下
流
の
水

路
の
流
量
を
抑
え
、
状
況
を
検
証
し
な

が
ら
現
況
水
路
の
整
備
方
針
を
決
め
て

い
き
ま
す
。
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
道
403
号
の
バ
イ
パ
ス
が
今
後
検
討
さ

れ
る
中
で
必
要
で
あ
れ
ば
町
道
の
整
備

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地
元
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近

隣
市
町
村
の
調
査
を
行
い
、
違
法
で
あ

れ
ば
改
め
て
い
き
ま
す
。

��

冨岡信男 議員

答
違
法
で
あ
れ
ば
改
め
た
い

(

八
代
参
事)

道
路
・
水
路
等
の
地
元
寄
付
金
の
廃
止
を北部水路改良工事

一般質問 Q&A

事
業
目
的
を

『

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
小
布
施
の
新
し
い
観
光
資

源
と
し
て
、
観
光
を

｢

見
る
観
光｣

か

ら

｢

自
然
や
文
化
、
人
と
触
れ
合
う
交

流
観
光｣

に
変
え
て
い
き
ま
す
。』
と

し
て
い
ま
す
が
、
事
業
の
継
続
的
な
活

動
の
た
め
に

｢

町
民
へ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
推
奨
・
普
及｣

が
必
要
不
可
欠
と

考
え
ま
す
。｢

イ
ベ
ン
ト｣

を
運
営
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
普
及
に
向
け
て
今
後
の

展
望
の
検
討
を
含
め
て
町
内
民
間
団
体

へ
の
委
託
や
協
働
が
妥
当
で
は
。

民
間
団
体
主
導
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
コ
ー
ス
の
設
定
・
下
見
な
ど
の

過
程
で
、
町
民
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す

る
機
会
が
生
ま
れ
る
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト

時
に
町
民
と
町
外
の
人
と
の
交
流
が
生

ま
れ
る
こ
と
は
現
状
よ
り

｢

町
民
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
機
会
の
創
出｣

｢

交

流
の
創
出｣

が
加
わ
り
、
事
業
の
効
果

が
高
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
委
託
の
際
、
２
〜
３
年
間
イ
ベ

ン
ト
開
催
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
は

｢

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
へ
の
看
板
な

ど
の
設
置｣

の
検
討
を
し
て
、
イ
ベ
ン

ト
時
以
外
に
も
町
民
が
町
を
歩
く
方
法

ま
で
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト

に
頼
ら
な
い
継
続
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
習
慣
化
を
期
待
し
ま
す
が
町
の
考
え

は
。

民
間
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
事
業
効
果
を
上
げ
る
こ
と
は

あ
り
が
た
い
、
で
き
る
だ
け
委
託
を
考

え
て
い
く
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
う
だ
け
で
は
な

く
日
常
的
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
考
え
る
。

観
光
協
会
の
町
歩
き
ガ
イ
ド
の
コ
ー

ス
に
取
り
入
れ
る
、
フ
ラ
ッ
ト
農
園
と

の
協
働
な
ど
町
内
団
体
の
受
け
皿
を
つ

く
っ
て
い
く
。

実
現
に
向
け
て
観
光
協
会
や
町
歩
き

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
と
農
村
部
の
Ｐ
Ｒ
と

と
も
に
健
康
づ
く
り
の
町
を
発
信
し
て

い
く
。

小
布
施
町
で
は
、
23
年
度
51

万
円
、
24
年
度
当
初
予
算
で
は

240
万
円
と
小
布
施
町
で
は
定
住
促
進
に

向
け
た
事
業
を
町
外
の
業
者
に
委
託
さ

れ
て
い
ま
す
。

業
務
委
託
す
る
一
般
的
な
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
業
務
の
一
部
を
委
託
す
る
こ

と
で
、
町
が
人
口
・
農
業
の
問
題
に
本

腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
点
、
ま
た
外
部
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
点
が

あ
り
ま
す
。

委
託
料
を
出
す
以
上
、
そ
の
料
金
に

見
合
う
成
果
が
必
要
で
、
委
託
先
の
業

務
内
容
が
事
業
の
遂
行
の
為
に
妥
当
で

あ
っ
た
か
検
討
し
、
来
年
度
の
委
託
先

の
選
定
を
再
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

来
年
度
の
委
託
に
対
し
て
町
は
ど
う

考
え
る
か
。定

住
促
進
の
全
体
の
推
進
体

制
を
再
度
構
築
し
な
お
し
た
い
。

役
割
と
期
待
す
る
成
果
を
改
め
て
定

め
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

��

山岸裕始 議員

答
事
業
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
委
託
を
考
え
て
い
く

(

冨
岡
推
進
幹)

カ
ン
ト
リ
ウ
ォ
ー
ク
事
業
の
民
間
委
託
を

定
住
促
進
に
よ
り
注
力
す
る
た
め
、

再
度
改
め
て
定
め
る
。(

久
保
田
参
事)

定
住
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

選
定

春うららウォーキング
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｢

食｣

は
人
間
の
原
点
で
あ

り
、
特
に
幼
少
期
に
お
け
る
食

を
通
じ
た
教
育
は
、
人
格
形
成
の
基
本

と
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
国

は
、
食
育
に
よ
っ
て
、
国
民
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
健
全
な
心
身
を
培
い
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
一
七
年
に

｢

食
育
基
本
法｣

を
制

定
し
た
。
町
の
第
五
次
総
合
計
画
の
基

本
計
画
で
は

｢

伝
統
食
文
化
の
継
承
・

食
育
の
推
進｣

を
掲
げ
、｢

幅
広
い
年

代
で
食
育
を
推
進
し
、
ま
た
、
地
域
の

行
事
や
家
庭
で
の
伝
統
的
な
食
文
化
、

地
産
地
消
等
を
通
じ
て
食
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
生
き
る
た
め
の
力
を
育
む｣

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、｢

小
布
施
町

食
育
推
進
計
画｣

に
お
い
て
は

｢

学
校

給
食
に
地
産
地
消
と
旬
産
旬
消
の
仕
組

み
づ
く
り
を
行
い
、
地
元
で
収
穫
し
た

食
材
を
最
大
限
に
給
食
に
活
用
で
き
る

よ
う
安
定
し
た
供
給
体
制
を
確
立
す
る｣

と
さ
れ
て
い
る
。

�

学
校
給
食
に
お
け
る
地
元
農
産
物

の
利
用
率
と
、
そ
の
供
給
体
制
は
。

�

郷
土
料
理
や
伝
統
食
の
提
供
は
。

�

学
校
給
食
に
お
け
る

｢

パ
ン｣

と

｢

米｣

の
使
用
割
合
は
。

�

小
中
学
校
で
は
全
員
が
毎
朝
、
朝

食
を
食
べ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
が

現
状
は
。
正
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け

る
た
め
に
家
庭
と
の
連
携
は
。
幼
保
小

中
食
育
推
進
連
絡
会
の
活
動
状
況
は
。

�

給
食
用
食
材
の
放
射
能
測
定
は
。

微
小
粒
子
物
質
の

｢

Ｐ
Ｍ
２.
５｣

へ

の
対
応
は
。�

米
、
鶏
卵
、
豚
肉
、
き
ゅ

う
り
、
り
ん
ご
、
梨
、
ぶ
ど
う

等
は
地
元
産
が
100
％
、
牛
乳
、
味
噌
、

醤
油
は
町
内
業
者
製
造
の
も
の
が
100
％

で
あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
や
生
産
者
な
ど
と
連

携
し
て
今
後
さ
ら
に
地
産
地
消
を
す
す

め
る
。

�

従
来
の
郷
土
料
理
や
伝
統
食
を
守

り
な
が
ら
、
さ
ら
に
美
味
し
く
食
べ
る

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

�

年
平
均
で
、
一
週
間
の
う
ち
、
米

の
日
が
２.
５
日
、
パ
ン
の
日
が
１.
５

日
、
麺
の
日
が
１
日
で
あ
る
。

�

小
学
校
で
は
約
99
％
、
中
学
校
で

は
93
％
子
ど
も
た
ち
が
毎
朝
、
朝
食
を

食
べ
て
い
る
。
幼
保
小
中
食
育
推
進
連

絡
会
は
現
在
未
組
織
で
あ
る
が
、
今
後
、

組
織
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
。

�

消
費
者
庁
、
厚
生
労
働
省
、
県
の

食
品
検
査
デ
ー
タ
等
を
注
視
し
、
放
射

能
汚
染
情
報
を
的
確
に
把
握
し
、
過
剰

反
応
す
る
こ
と
な
く
、
安
全
、
安
心
な

食
材
を
使
用
し
て
い
く
。
Ｐ
Ｍ
２.
５

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
多
く
の
情
報
を

得
る
中
で
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い

く
。

��

関 悦子 議員

答

学
校
給
食
の
充
実
を
図
り
、
地
産
地
消
を
さ
ら
に
推
進
し

て
い
く

(

市
村
町
長)

食
育
、
学
校
給
食
と
地
産
地
消

①一番嬉しい時間

②給食献立に伝統野菜を

一般質問 Q&A

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

昨
年
の
滋
賀
県
大
津
市
立
中

学
２
年
生
の
い
じ
め
・
自
殺
問
題
は
社

会
的
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
は

｢

い
じ
め
の
問
題
へ

の
取
り
組
み
の
徹
底
に
つ
い
て｣

と
の

通
知

(

06
年
10
月)

を
出
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は

｢

早
期
発
見
・
早
期
対
応｣

｢

教
職
員
間
の
緊
密
な
情
報
交
換
や
共

通
理
解
を
図
り
、
一
致
協
力
し
て
対
応

す
る
体
制｣

を
強
調
し
、｢

事
実
を
隠

ぺ
い
す
る
よ
う
な
対
応
は
許
さ
れ
な
い｣

と
ま
で
書
い
て
い
ま
す
。
大
津
市
の
事

件
で
は
、
い
じ
め
の
深
刻
さ
と
と
も
に
、

学
校
や
教
育
委
員
会
の
対
応
力
の
な
さ
、

隠
ぺ
い
的
な
対
応
が
問
題
に
な
り
ま
し

た
。い

じ
め
を
発
見
し
、
解
決
す
る
カ
ギ

を
握
る
の
は
な
ん
と
言
っ
て
も
学
校
の

先
生
で
す
。
し
か
し

｢

多
く
の
教
師
か

ら
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
取
れ
な
い｣

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
２
月
21
日
に

信
濃
毎
日
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
高
森
町

の
教
育
委
員
会
で
は

｢
町
子
ど
も
い
じ

め
防
止
条
例｣

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

現
場
の
悩
み
に
応
え
ら
れ
る
教
育
行
政

に
な
っ
て
い
る
か
、
教
育
委
員
会
は
ど

う
お
考
え
で
す
か
。

児
童
、
生
徒
間
の
ト
ラ
ブ
ル

や
兆
候
の
掌
握
、
指
導
や
教
育

相
談
を
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。
い
じ
め

問
題
だ
け
で
な
く
、
各
児
童
生
徒
の
様

子
に
つ
い
て
、
生
徒
指
導
連
絡
会
や
職

員
会
議
、
学
年
会
・
教
科
会
な
ど
を
通

し
、
実
態
把
握
と
情
報
交
換
を
常
に
行

い
、
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
体
罰
問
題
に
つ
い
て

先
般
、
当
町
の
中
学
校
バ
レ
ー

部
に
お
い
て
、
男
子
教
諭
に
よ
る

｢

体

罰｣

が
発
生
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

通
知
義
務
に
反
し
て
県
教
委
へ
の
報
告

が
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
が
判
明
し
ま
し

た
。
一
連
の
経
過
を
ど
う
捉
え
、
ど
う

対
応
し
た
か
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
に

伺
い
ま
す
。中

学
校
で
は
全
校
生
徒
へ
の

説
明
会
、
部
員
へ
の
ケ
ア
、
な

か
ん
ず
く
体
罰
を
受
け
た
生
徒
へ
の
ケ

ア
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
全
校
の
保
護
者
へ

の
説
明
会
、
バ
レ
ー
部
の
顧
問
や
当
該

顧
問
の
担
任
の
こ
と
、
県
教
育
委
員
会

へ
の
報
告
等
、
一
つ
一
つ
町
教
育
委
員

会
と
も
連
絡
を
と
り
な
が
ら
丁
寧
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、

苦
痛
を
与
え
る
教
師
の｢

体
罰｣

は
暴
力
行
為
そ
の
も
の
で
す
。
子
ど
も

の
い
の
ち
と
安
全
を
守
る
べ
き
教
師
が
、

ど
ん
な
理
由
で
あ
れ

｢

体
罰｣

と
い
う

名
で
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
背
景
に
あ
る

｢

勝
利
至
上
主
義｣

や
競
争
主
義
の
克

服
が
必
要
で
す
。

勝
利
至
上
主
義
や
競
争
主
義

は
、
個
性
や
自
主
性
を
尊
重
す

る
本
来
の
教
育
活
動
と
は
異
な
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
中
学
校
で
示
し
た
10
項

目
を
進
め
る
こ
と
、
研
修
会
を
通
し
て

部
活
動
の
見
直
し
や
指
導
者
の
研
修
、

保
護
者
や
生
徒
も
参
加
し
て
率
直
に
部

活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

��

渡辺 高 議員

答
児
童
生
徒
の
様
子
を
把
握
し
て
必
要
な
相
談
や
指
導
を

進
め
て
い
ま
す

(

竹
内
教
育
長)

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
解
消
に
向
け
て
の
対
応
は

関
係
者
に
丁
寧
に
対
応
し
、
ま
た
心
を

寄
せ
る
教
育
を
実
施

(

竹
内
教
育
長)

体
罰
問
題
に
つ
い
て
、
発
生

後
の
対
応
と
勝
利
至
上
主
義

楽しい運動会



一般質問 Q&A

�
体
罰
と
教
育
的
指
導
の
違

い
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

学
校
教
育
法
第
11
条
は
、｢

校
長
及

び
教
員
は
、
教
育
上
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
生
、
生
徒
及
び

児
童
に
懲
戒
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
体
罰
を
加
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。｣

と
規
定
し
て
い
ま
す
。

授
業
妨
害
を
す
る
よ
う
な
生
徒
に
対

し
て
は
、
教
育
的
指
導
と
し
て
の
懲
戒

処
分
は
必
要
で
す
。
し
か
し
体
罰
す
な

わ
ち

｢

身
体
に
直
接
に
苦
痛
を
与
え
る

罰｣

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
小
布
施
中
で
の
事
案
は
、
正

に
体
罰
そ
の
も
の
で
あ
り
、
本
人
の
猛

省
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

�
体
罰
と
教
育
的
指
導
と
の

違
い
は
一
般
的
に
常
識
で
判
断

で
き
る
も
の
で
あ
り
、
殴
る
蹴
る
な
ど

の
行
為
は
、
許
さ
れ
な
い
体
罰
行
為
に

あ
た
り
ま
す
。

�
体
罰
を
し
た
教
師
に
対
し

て
の
処
分
に
つ
い
て
。
地
方
教

育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
43
条
第
１
項
は
、｢

市
町
村
委
員

会
は
、
県
費
負
担
教
職
員
の
服
務
を
監

督
す
る｣

と
規
定
し
て
い
ま
す
。

人
物
評
価
は
掛
け
算
だ
と
お
っ
し
ゃ

ら
れ
た
人
が
い
ま
す
。
過
去
に
お
い
て

ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
功
績
を
残
し
て

い
て
も
、
一
旦
不
祥
事
を
起
こ
し
て
０

を
掛
け
る
と
す
べ
て
が
０
に
な
り
ま
す
。

�
県
費
負
担
教
職
員
の
処
分

に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員
会

が
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
の
現
況

と
今
後
の
予
定
を
尋
ね
ま
す
。

当
初
の
制
度
を
見
直
し
、
順

調
に
伸
び
て
い
ま
す
。
今
後
も

よ
り
利
便
性
を
高
め
継
続
し
ま
す
。

有
償
運
送
の
普
及
に
あ
た
っ

て
の
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

町
が
行
う
上
で
色
々
な
制
約

が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
地
域
づ

く
り
を
見
据
え
、
可
能
な
運
行
体
系
を

検
討
し
た
い
。

公
共
施
設
の
出
入
口
付
近
で

の
喫
煙
は
、
受
動
喫
煙
の
危
険

性
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
対

応
を
尋
ね
ま
す
。

以
前
か
ら
分
煙
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
受
動
喫
煙
の
防

止
に
十
分
配
慮
し
対
応
し
ま
す
。

��

渡辺建次 議員

答

校
長
と
教
育
委
員
会
の
連
携
を
密
に

(

竹
内
教
育
長)

体
罰
も
い
じ
め
も
な
い
学
校
生
活

可
能
な
運
行
体
系
を
検
討
し
ま
す
。

(

竹
内
参
事)

移
動
支
援
と
し
て
の
有
償
運
送

十
分
配
慮
し
対
応
し
ま
す

(

田
中
参
事)

受
動
喫
煙
対
策

受動喫煙防止対策の貼り紙

一般質問 Q&A

か
つ
て
は
小
布
施
駅
前
も
通

勤
通
学
客
で
大
変
活
気
が
あ
っ

た
が
、
こ
こ
十
数
年
、
乗
降
客
も
減
り
、

大
型
郊
外
店
や
後
継
者
不
足
等
で
駅
前

商
店
も
何
店
か
戸
閉
め
と
な
り
活
気
が

無
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
十

年
農
業
立
町
小
布
施
に
は
約
100
万
人
の

方
が
訪
れ
る
町
と
な
り
、
町
・
町
民
が

す
す
め
る
町
並
修
景
事
業
第
一
、
第
二

と
効
果
は
確
実
に
現
れ
て
き
て
い
る
が
、

駅
前
周
辺
に
は
人
を
引
き
つ
け
る
環
境

が
不
十
分
で
す
。
こ
こ
数
十
年
小
布
施

駅
に
降
り
立
つ
客
層
が
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
文
化
観
光
協
会
に
よ
る
駅
前

検
討
委
員
会
や
エ
キ
カ
ツ
グ
ル
ー
プ
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
花
手
入
れ
グ
ル
ー
プ

等
の
皆
様
に
よ
り
動
き
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
よ
っ
て
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
や
周

辺
を
含
め
、
豊
穣
の
門
の
役
場
へ
の
移

設
と
町
花
町
木
を
植
え
、
農
業
立
町
、

町
民
の
想
い
と
顔
の
見
え
る
表
玄
関
口

に
す
る
事
も
一
案
か
と
思
う
が
。

昭
和
60
年
に
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

が
整
備
さ
れ
、
61
年
に
豊
穣
の

門
を
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
と
し
て
設
置
し

て
い
る
。
駅
前
の
活
性
化
は
、
観
光
協

会
を
中
心
に
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
と
検

討
し
て
い
る
。
こ
の
駅
前
検
討
委
員
会

で
の
議
論
に
一
定
の
方
向
性
が
出
さ
れ

た
中
で
全
体
計
画
を
作
成
し
た
い
。
豊

穣
の
門
の
移
転
に
つ
い
て
も
そ
の
経
過

の
な
か
で
検
討
し
た
い
。

他
町
で
遮
断
機
の
降
り
て
い

る
踏
切
に
、
高
齢
者
女
性
が
運

転
す
る
車
が
ス
リ
ッ
プ
し
突
入
し
た
事

故
が
あ
り
ま
し
た
。
小
布
施
に
も
電
鉄

線
が
走
っ
て
い
る
の
で
、
高
齢
者
の
方

の
踏
切
ス
リ
ッ
プ
突
入
事
故
が
無
い
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
横
町
・
林
間
の
踏
切

は
、
山
王
島
に
向
か
っ
て
下
り
で
手
前

に
大
き
な
倉
庫
が
あ
り
日
当
た
り
が
悪

い
た
め
凍
結
し
や
す
く
大
変
滑
り
や
す

い
の
で
、
ス
リ
ッ
プ
防
止
策
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
で
使
用
し
て
い
る
凍
結
防

止
剤
は
環
境
配
慮
型
で
は
あ
る

が
塩
分
が
少
し
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

過
去
に
踏
切
で
電
気
を
拾
っ
て
遮
断
機

が
降
り
た
ま
ま
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

今
は
踏
切
の
前
後
で
は
使
っ
て
い
な
い
。

22
年
度
の
冬
は
冷
え
込
み
が
厳
し
く
、

こ
の
時
に
低
伝
導
性
の
液
状
凍
結
防
止

剤
を
使
用
し
た
経
過
が
あ
り
、
状
況
を

見
な
が
ら
低
伝
導
性
の
凍
結
防
止
剤
を

使
っ
て
い
き
ま
す
。

��

原 勝巳 議員

答
駅
前
検
討
委
員
会
で
の
議
論
に
一
定
の
方
向
性
が
出
さ
れ
た

中
で
全
体
計
画
を
作
成
し
た
い

(

小
西
副
町
長)

駅
前
の
活
性
化

駅前ロータリー

状
況
を
見
な
が
ら
低
伝
導
性
の
凍
結
防
止

剤
を
使
っ
て
い
き
ま
す(

畔
上
リ
ー
ダ
ー)

凍
結
時
の
踏
切
ス
リ
ッ
プ

事
故
防
止
対
策

横町・林間の踏切



町
議
会
を
見
学
し
て

峰
村　

夏
実

　

役
場
で
お
こ
な
わ
れ
る

議
会
を
見
学
し
て
、感
じ

た
こ
と
は
全
員
集
中
し
て

し
ん
け
ん
に
話
し
合
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

見
学
し
て
い
た
私
は
、見

て
い
た
だ
け
な
の
に
き
ん

ち
ょ
う
し
て
き
ま
し
た
。

　

関
谷
明
生
さ
ん
が
質

問
し
た
内
容
は
、私
た
ち

小
学
生
の
通
学
路
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
自
分
た
ち
の
こ
と

に
つ
い
て
こ
ん
な
ふ
う
に

話
し
合
って
く
だ
さ
って
い

る
人
た
ち
が
い
た
と
思
い

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

小
西
和
実
さ
ん
が
質

問
し
た
内
容
は
、今
後
の

図
書
館
運
営
の
方
向
性

に
つ
い
て
で
し
た
。少
し
難

し
い
内
容
の
話
し
合
い
で

し
た
が
、い
つ
も
ど
ん
な
ふ

う
に
話
し
合
い
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
の
か
を
実
際

に
見
て
、し
っ
か
り
メ
モ
を

と
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。今
日
の
話

し
合
い
を
聞
い
て
、私
も

自
分
の
意
見・考
え
を
も

つ
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

「
町
議
会
を
見
学
し
て
」

滝
澤　

由
唯

　

私
は
議
会
見
学
と
聞

い
て
、国
会
の
イ
メ
ー
ジ
が

う
か
び
ま
し
た
。実
際
に

国
会
と
同
じ
よ
う
な
ふ

ん
い
き
が
あ
っ
て
、す
ご
く

き
ん
ち
ょ
う
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。私
は
、通
学
路

の
交
通
安
全
の
確
保
調

査
と
対
策
の
話
を
聞
い
て

思
わ
ず
感
心
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。理
由
は
、私
は

東
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。

私
も
話
が
あ
が
っ
た
、た

け
の
や
の
近
く
に
あ
る
Ｙ

字
路
の
所
を
帰
っ
て
い
ま

す
。私
も
、Ｙ
字
路
を
通

る
時
に
い
つ
も
ビ
ク
ビ
ク

し
な
が
ら
帰
って
い
ま
す
。

車
が
つ
っ
こ
ん
で
き
そ
う

に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、す

ご
く
こ
わ
い
で
す
。特
に

右
側
を
通
る
時
は
死
角

な
の
で
と
っ
て
も
左
右
確

認
が
大
変
で
す
。
け
れ

ど
、町
の
中
の
議
会
で
話

し
合
っ
て
頂
い
て
い
る
の

が
、と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。妹
の
通
学
路
に

も
な
っ
て
い
る
の
で
、改
善

さ
れ
る
の
が
と
っ
て
も
待

ち
ど
お
し
い
で
す
。こ
の

よ
う
な
所
が
12
カ
所
あ

る
の
で
早
く
改
善
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。そ
し
て
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め

て
思
っ
た
の
で
、安
全
な
通

学
路
が
も
っ
と
増
え
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、私
が
大
人
に

な
っ
た
ら
、こ
ど
も
の
通
学

の
安
全
を
見
守
り
な
が

ら
、通
学
を
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
あ
い
さ
つ
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

議
会
の
話
合
い
に
つ
い
て

原　

愛
鈴

　

私
が
思
っ
た
こ
と
は
、

議
会
の
み
な
さ
ん
の
話
合

の
中
で
い
じ
め
問
題
に
つ

い
て
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。そ
こ
で
そ
れ
を
し
つ

問
し
て
い
る
人
と
答
え
る

人
は
、し
っ
か
り
目
を
見

て
く
わ
し
く
話
て
い
て
、

私
も
じ
ゅ
業
な
ど
で
し
っ

か
り
目
を
見
て
く
わ
し

く
話
そ
う
と
思
い
ま
し

た
。町
長
さ
ん
は
、た
く

さ
ん
の
し
つ
問
に
し
っ
か

り
答
え
ら
れ
て
い
た
の
で

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

給
食
の
こ
と
に
つ
い
て
話

し
て
い
る
時
に
町
長
さ
ん

が
し
っ
か
り
調
べ
て
ま
と

め
て
い
る
の
が
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。残
り
時
間

を
設
定
す
る
方
も
時
間

を
し
っ
か
り
見
て
い
て
時

間
の
か
ん
理
が
し
っ
か
り

で
き
て
い
て
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。私
達
は
前
、

「
今
、私
は
ぼ
く
は
」に
つ

い
て
話
合
い
を
し
ま
し

た
。そ
の
時
は
、ほ
と
ん
ど

の
人
が
紙
を
見
て
い
て
目

を
見
て
話
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
議

員
さ
ん
た
ち
は
、し
っ
か

り
目
を
見
て
は
っ
き
り
話

し
て
い
て
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。

議
会
見
学
を
し
て

島
田　

天
太

　

ぼ
く
は
、議
会
を
初
め

て
み
ま
し
た
。ぼ
く
は
、子

ど
も
な
の
で
、分
か
り
に

く
か
っ
た
け
ど
、大
人
の

議
会
な
の
で
、す
ご
い
複

雑
で
し
た
。で
も
議
員
さ

ん
は
、こ
う
い
う
風
に
町

の
事
を
考
え
て
く
れ
て
い

る
ん
だ
な
と
思
い
す
ご
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。議

会
を
す
る
の
に
準
備
を

も
の
す
ご
い
し
て
あ
っ
て

説
明
な
ど
を
い
う
と
き
、

詳
し
く
分
か
り
や
す
く

調
べ
て
あ
っ
て
こ
う
い
う

仕
事
も
し
て
い
る
ん
だ
と

わ
か
り
ま
し
た
。今
回
の

議
会
は
、給
食
の
事
や
、

体
ば
つ
や
、い
じ
め
な
ど
、

自
分
た
ち
に
関
わ
っ
て
い

る
事
の
こ
と
を
み
れ
て
よ

か
っ
た
で
す
。し
っ
か
り
い

す
な
ど
の
と
こ
ろ
に
名
前

が
あ
っ
た
り
、残
り
の
時

間
を
表
示
す
る
、時
計
が

あ
っ
た
り
、設
備
も
す
ご

か
っ
た
で
す
。

　

今
回
議
会
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ど
ん

な
所
で
ど
ん
な
仕
事
を

し
て
い
る
か
分
か
っ
た
の

で
、い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
い
い

小
布
施
を
つ
く
っ
て
く
だ

さ
い
。

議
会
見
学
に
つ
い
て

久
保
田
万
葉

　

私
は
議
会
見
学
に
行
っ

て
み
て
、感
じ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、町

の
こ
と
、町
民
の
人
の
こ

と
を
一
番
に
考
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。す
ご
い

な
ぁ
〜
と
思
い
ま
し
た
。

最
初
は
よ
く
わ
か
ら
な

く
て
難
か
し
か
っ
た
け
れ

ど
で
も
だ
ん
だ
ん
わ
か
り

ま
し
た
。こ
ん
な
に
真
け

ん
に
や
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ

〜
と
思
い
ま
し
た
。す
こ

う
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
、数

回
み
た
こ
と
は
あ
っ
た
け

れ
ど
、こ
ん
な
に
静
か
な

ん
だ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。国
会
議
事
堂
で
の

は
す
ご
く
う
る
さ
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
、す

ご
く
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。色
ん
な
問
題
が
あ
っ

て
、こ
ん
な
に
小
さ
い
町
な

の
に
いっ
ぱ
い
問
題
が
あ
る

ん
だ
な
〜
っ
と
思
っ
た
し
、

大
変
そ
う
だ
な
ぁ
〜
と

思
い
ま
し
た
。私
は
こ
ん

な
色
ん
な
人
達
か
ら
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
す

ご
く
感
じ
ま
し
た
。こ
の

よ
う
な
き
ち
ょ
う
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

光
栄
で
す
。ま
た
一
回
ぼ

う
ち
ょ
う
し
て
み
た
い
な

〜
と
思
い
ま
す
。

��

町
議
会
の
感
想遠藤　

結
衣

　

私
は
、町
の
人
達
が
こ

ん
な
に
熱
心
に
話
し
て
い

る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。私
達
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
の
は
、こ
う
や
っ

て
話
し
あ
っ
て
い
る
お
か

げ
な
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

私
は
、会
議
の
中
に

入
っ
た
時
、と
て
も
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。半
分
に
分

か
れ
て
い
て
、向
き
あ
い
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。議
長

は
、一
番
高
い
イ
ス
に
す

わ
っ
て
い
て
、進
行
を
し
て

い
る
様
で
し
た
。そ
し
て
、

何
か
い
い
た
い
人
は
、手
を

挙
げ
て
議
長
に
あ
て
ら
れ

た
ら
言
え
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。会
議

内
容
は
、「
い
じ
め
問
題
・

体
罰
問
題
」「
食
育
・
学

校
給
食
と
地
産
地
消
」に

つ
い
て
で
し
た
。み
ん
な
、

自
分
の
思
い
を
熱
心
に
伝

え
て
い
る
様
子
が
見
て
い

て
も
分
か
り
ま
し
た
。町

は
、こ
ん
な
に
考
え
て
い
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。私

達
を
支
え
て
く
れ
て
い
る

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。そ

ん
な
、人
達
の
見
学
が
で

き
て
よ
か
っ
た
し
、感
謝

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

町
議
会
を
見
学
し
て

丸
山　

理
子

　

私
は
、町
議
会
を
見
学

し
て
、「
議
員
の
人
は
小

布
施
町
の
こ
と
を
こ
ん
な

に
考
え
て
く
れ
て
い
る
ん

だ
な
あ
」

と
す
ご
く
感
動
し
ま
し

た
。い
じ
め
に
つ
い
て
も
、

食
育
に
つい
て
も
、た
く
さ

ん
話
し
あ
っ
て
い
て
す
ご
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

小
布
施
町
が
と
て
も
い

い
町
な
の
は
、町
議
会
の

議
員
さ
ん
た
ち
が
い
る
お

か
げ
だ
と
も
、私
は
思
い

ま
し
た
。

　

町
議
会
を
見
学
し
て
、

今
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。忙
が
し
い
と
こ
ろ
を

見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

町
議
会
の
感
想坂上　

　

歩

　

こ
う
し
た
方
が
い
い
と

い
う
質
問
者
に
対
し
て
、

答
え
る
人
が
、声
が
小
さ

か
っ
た
の
で
聞
き
取
り
に

く
か
っ
た
の
で
、も
っ
と

は
っ
き
り
言
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

　

私
は
、町
議
会
を
見
学

し
て
、こ
ん
な
ふ
う
に
や
っ

て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。特
に「
い
じ
め
問

題
」に
つ
い
て
、「
体
罰
」に

つ
い
て
、対
策
を
し
っ
か
り

考
え
て
、な
く
な
る
よ
う

な
対
策
を
し
っ
か
り
説
明

す
る
の
は
、い
い
と
思
い
ま

し
た
。町
民
に
も
安
心
し

て
学
校
へ
か
よ
え
る
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、地
産
地
消
に
つ

い
て
、今
年
は
、100
％
ぐ
ら

い
い
け
る
よ
う
に
め
ざ
せ

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

町
議
会
は
こ
ん
な
ふ
う

に
や
っ
て
い
る
と
い
う
の

が
、よ
く
分
か
り
ま
し

た
。見
学
さ
せ
て
く
だ
さ

り
、本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も
、町
民
の
こ
と
を
考

え
て
や
っ
て
いっ
て
く
だ
さ

い
。

町
議
会
を
見
学
し
て

高
野
菜
々
恵

　

町
議
会
で
、学
校
の
給

食
に
つ
い
て
と
い
う
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。ど
の
質

問
に
も
、て
い
ね
い
に
答
え

て
い
て
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。ま
た
、朝
食
を
食
べ

て
い
る
か
？
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、小
学
校
で
は
、

98
・９
％
、中
学
校
で
は
、

93
％
が
食
べ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。小
学
校
も
、中
学
校

も
、た
く
さ
ん
の
人
が
食

べ
て
い
る
け
ど
、食
べ
て
な

い
人
も
、少
し
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。食
べ
て

い
な
い
人
が
、少
し
で
も
へ

る
と
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
町
議
会
で
は
、と
て

も
難
し
い
、た
く
さ
ん
の

問
題
に
つ
い
て
、話
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。と
て
も
た
いへ

ん
な
仕
事
だ
な
ー
。と
思

い
ま
し
た
。で
も
、小
布
施

町
の
た
め
に
、町
議
会
の

人
た
ち
に
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
って
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
見
学
さ
せ
て
も

ら
っ
て
、い
い
経
験
が
で
き

ま
し
た
。

町
議
会
を
見
学
し
て

渡
辺　

優
佳

　

今
日
役
場
に
行
き
、町

議
会
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。さ
っ
そ
く

中
に
入
る
と
き
ん
張
感

が
感
じ
ら
れ
、難
し
い
問

題
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

し
て
い
ま
し
た
。話
し
合

い
に
は
司
会
進
行
を
す
る

議
長
さ
ん
が
い
て
、質
問

を
す
る
方
の
席
に
は
第

何
番
と
書
い
て
あ
る
札
が

お
い
て
あ
り
、小
学
校
で

も
行
っ
て
い
る
児
童
総
会

の
よ
う
で
し
た
。

　

町
の
図
書
館
に
つ
い
て
、

「
図
書
館
は
学
び
の
場
、交

流
の
場
、情
報
発
信
の
場
。」

な
ど
と
発
言
し
て
い
て
、き

い
て
い
る
私
で
も
共
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
た
く
さ
ん

の
質
問
、意
見
に
よ
っ
て

今
の
小
布
施
町
や
公
共

の
場
な
ど
が
成
り
立
っ
て

い
る
の
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま

し
た
。ま
た
、予
算
案
な

ど
に
も
と
づ
い
て
話
し
合

い
を
行
う
こ
と
で
、私
た

ち
は
豊
か
な
く
ら
し
を

お
く
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

町んるし暮てげた入りかなはわい何挙たが内体校つ自えてはとう達

平成25年、３月７日、８日と午前10時より30分間、6年生が授業の一環で小布施町議会3月会議の一般質問を
傍聴に来られました。皆さん緊張した面持ちで神経を集中しておりました。
ごく一部ではありますが、その時の傍聴感想文を記載しました。
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